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「つみたて NISA 対象(仮確定)商品」は 114 本で、資産複合型が 4 割（47 本）と最多! 
来月 2017 年 10 月から口座開設が可能となり、来年 2018 年 1 月から投資が可能となる「つみたて NISA」につい

て、金融庁は 2017 年 8 月 30 日に「つみたて NISA 対象商品に係る事前相談の結果について」を公表した(URL 

は後述[参考ホームページ]①）。 

 

「つみたて NISA」の要件を満たす対象商品、「つみたて NISA 対象(仮確定)商品」は 2017 年 7 月末までに金融

庁が事前相談を受け付けた商品数で 114 本だった（*公募投信のみの数字で ETF6 本を含むと 120 本）。 下記

金融庁作成資料に示される通り、昨年 2016 年 11 月末時点の 51 本から倍以上に増加している。 理由として

「金融庁が設けた販売手数料の無料化など厳しい条件に、運用業界が新商品を出すなどして対応を進めた。…

(略)…。新商品を 38 本投入し、既存投信 16 本は手数料を引き下げるなどした。」（2017 年 8 月 30 日付日本経

済新聞～URL は後述[参考ホームページ]②）と言われている。 ただ、公募投信全体（約 5000 本）の僅か 2.3%で

もある(これまで…2017 年 3 月 30 日開催金融庁「家計の安定的な資産形成に関する有識者会議」及び 2017 年

4 月 24 日付日本版 ISA の道 その 179 を参照～URL は後述[参考ホームページ]③･④)。 

 

この「つみたて NISA 対象(仮確定)商品」の投資対象（商品分類）を見ると、下記金融庁作成資料に示される通り、

公募投信 114 本中、内外の資産複合型が 47 本と約 4 割を占め最も多かった。 

 

     

     (出所:  2017 年 8 月 30 日付金融庁「つみたて NISA 対象商品に係る事前相談の結果について」)   

 

尚、既に複数の投信会社が「つみたて NISA 対象(仮確定)商品」や「つみたて NISA 対象商品（予定）」等として個

別のファンド名を公表しているものの、金融庁による対象商品リストの公表は、2017 年 10 月 1 日以後に行われる

こととなっている(URL は後述[参考ホームページ]⑤)。 10 月 1 日は日曜日なので、「具体的な対象商品につい

ては、10 月 2 日の正式な届出受理後、金融庁ウェブサイトにおいて公表する予定。」であって「異なることがありう

る。」である事、覚えておきたい(詳細は「つみたて NISA 対象商品に係る事前相談の結果について」を参照～
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URL は後述[参考ホームページ]①）。 

 

税制改正要望で口座開設申込み即日買い付け可へ!! 
「つみたて NISA」に関連、金融庁はさらに 2017 年 8 月 31 日に平成 30 年度/2018 年度の税制改正要望で

「NISA(一般 NISA、ジュニア NISA、つみたて NISA）の口座開設申込時に、即日で買付け可能にすること」や

「NISA 制度の恒久化」等を盛り込んだ(URL は後述[参考ホームページ]⑥）。 8 月 31 日に金融庁は平成 30 年

度(2018 年 4 月～2019 年 3 月)税制改正要望として財務省へ提出しており、2017 年 12 月中の税制改正大綱

で、この要望が通ったかどうかがわかる見込みである。 

 

「即日で買付け可能にすること」は、現行一般 NISA、ジュニア NISA、つみたて NISA 共通の要望である(※後述

1 参照)。 これは現在、NISA 口座を開設したものの、実際に投資を行っていない口座も相当数あり、口座稼働率

を向上させる事を狙いとしたもので（2017 年 8 月 28 日付日本版 ISA の道 その 194 を参照～URL は後述[参考

ホームページ]⑧）、来年から始まる「つみたて NISA」にも追い風となるだろう。 「NISA 制度の恒久化」（投資可能

期間の恒久措置）は昨年に続き要望に盛り込まれた。 現在、一般 NISA は平成 35 年/2023 年までの 10 年間、

つみたて NISA は平成 49 年/2037 年までの 20 年間の時限措置として設けられているが、恒久的な制度とする

事を要望するものである。  

 

尚、ジュニア NISA に関するものだが、現行では大学入学資金に充てられる様に 18 歳での払出しが可能となって

いる。 だが、「金融界では中学や高校の入学資金にも使えるように、払い出し制限の年齢を引き下げるよう求める

声が根強い。」(2017 年 8 月 18 日付ニッキン～URL は後述[参考ホームページ]⑨）と言う事で年齢制限の廃止

や緩和を全国銀行協会は求めていた。 しかし今回の金融庁要望には盛り込まれなかった。 

 

※1: 一般 NISA、ジュニア NISA、つみたて NISA…日本の NISA（少額投資非課税制度）は、2014 年 1 月に導

入された、成人を対象とした NISA が始まりであり、金融庁はこれを「一般 NISA」といい、続いて 2016 年 4 月に

導入され、未成年者を対象とした NISA を「ジュニア NISA」、来年 2018 年 1 月に導入され、成人を対象としつ

つ、積立投資に特化した NISA を「つみたて NISA」といっている。 そして一般 NISA、ジュニア NISA、つみたて

NISA を総称して NISA 制度としている（2017 年 8 月 22 日付金融庁～URL は後述[参考ホームページ]⑦）。 

 

※2:  民法改正による成人年齢引き下げと NISA 制度の年齢要件への影響･･･2017 年 8 月 4 日に、上川法相

は、20 歳から 18 歳に引き下げる民法改正案について、今年 9 月の臨時国会提出を視野に入れながら準備を

進める意向を表明している（法務省～URL は後述[参考ホームページ]⑩）。 法案が成立すれば、民法の改正

後 3 年程度の周知期間を経て 18 歳引き下げが施行される見通しで、早くて 2021 年以降になりそうである。 

税制上の年齢要件がある NISA もこの民法改正の影響を受ける（*年齢要件…一般 NISA 及びつみたて NISA

は成人が対象で現行 20 歳から、ジュニア NISA/未成年者少額投資非課税制度はその名前にある通り、未成

年者が対象で、現行 0 歳以上で口座を開設しようとする年の 1 月 1 日において 19 歳以下）。 NISA の年齢要

件だが、2016 年 12 月 8 日に自民、公明両党が公表した平成 29 年度/2017 年度税制改正大綱で「税制上の

年齢要件については、対象者の行為能力や管理能力に着目して設けられているものであることから、民法に合

わせて要件を 18 歳に引き下げることを基本として、法律案の内容を踏まえ実務的な観点等から検討を行い、結

論を得る。」（URL は後述[参考ホームページ]⑪）とある様に、民法に合わせて引き下げられる事となりそうであ

る。 具体的には、一般 NISA およびつみたて NISA は 18 歳以上、ジュニア NISA は 18 歳未満へ引下げられる

方向だが、その時期や経過措置を含めて実務上の対応が検討される事となる。 
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2017 年 8 月、NISA の既存投資家はグローバル株やインド株、アロケーションファンド

などを志向 

「つみたて NISA 対象(仮確定)商品」114 本で、資産複合型が 4 割（47 本）と最多となる中、現行 NISA（一般

NISA、つみたて NISA）では 8 月にどの様な投資が行われたのだろうか。 

 

そこで最新 8 月の NISA 投資動向を見る。 NISA の投資家を、既存投資家と投資未経験者(新規投資家)とに分

け、既存投資家は投信全体の動向で代替し、投資の未経験者(新規投資家)は NISA 向けファンド(後述※3 参照)

で代替する。 投信を見るのは、NISA の買付額の 6 割が投信となっているからである（*NISA 開始の 2014 年 1

月から 2017 年 3 月までの買付総額は 10 兆 5469 億円で、うち、投信 60.6%、上場株式 36.8%、ETF1.6%、

REIT1.0%～URL は後述[参考ホームページ]⑫）。 

     

日本籍 国内投信の純設定(推計)の推移

( 2013年4月30日 ～ 、月次データ)

*国内投信… 単位型及び追加型投信(ETFとMMF等日々決算型を除く)

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

純設定 TOPIX 米ドル(対円相場) シティ世界国債インデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

TOPIX

米ドル
(対円相場)

シティ世界国債インデックス
(日本含む、円換算･ヘッジなし)

日本の国内投信
月次･純設定

→NISA開始

 

 

まず NISA の既存投資家を示す投信全体の純設定(推計)は 2017 年 8 月に+5202 億円と、前月 7 月の+3663 億

円を上回り 2017 年 3 月以来の大きさで、3 カ月連続の資金純流入だった。 8 月は NY ダウが 8 月 7 日に

22118.42 と史上最高値を更新した。  
 
3 カ月連続の純流入となった 8 月の純設定を投資対象(主要分類)別で見ると、2017 年 8 月に最も純設定の大き

かったのはグローバル株、次いで、インド株、アセットアロケーション柔軟型、エマージング債、その他アロケーショ

ンだった(次頁グラフ参照 *主要分類…モーニングスタ－による分類で 2016 年 12 月末の純資産の大きい上位

5 分類。 アセットアロケーション型、インド株、エマージング債は｢その他｣に含まれる)。 グローバル株は 6 月から

3 カ月連続 1 位で、2・3 位(インド株、アセットアロケーション柔軟型)も順位こそ変わるものの 3 カ月連続で同じ分

類が占めている。 

 

純設定が最も大きかったグローバル株は 8 月に+1979 億円と、6 月(+1199 億円)を上回り、9 カ月連続の純流入と

なっている。 グローバル株に多く、2017 年の大型新規設定で注目される人工知能(AI)関連ファンドは 8 月も引き

続き純流入だった。 人工知能(AI)関連ファンドへの人気については 2017 年 3 月 6 日付日本版 ISA の道 その

174 を参照（URL は後述[参考ホームページ]⑬）。   
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日本籍 国内投信の主要分類別純設定(推計)の推移

( 2013年4月30日 ～ 、月次データ)

*国内投信… 単位型及び追加型投信(ETFとMMF等日々決算型を除く)

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定合計(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2017年8月31日
日本国内投信
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(出所:Ibbotson及び

ブルームバーグより

三菱UFJ国際投信株式会社
商品企画部が作成)
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グローバル株に次いで、2 番目に純設定が大きかったインド株は、前月 7 月に+770 億円と過去最大だった 2007

年 12 月(+1466 億円)以来の大きさだったが、8 月は+658 億円とやや減少、6 カ月連続の純流入である。 日本

株は 8 月の純設定が+247 億円と、14 ヶ月ぶりの純流入となった。 

 

アセットアロケーション型は新規設定も加わり、8 月も引き続き純流入傾向である。 ちなみに「バランス型」と言うと、

一般的な海外債ファンドや国内債ファンドなどを多々含む投資信託協会分類「バランス型」と混同するかもしれな

いこと、さらにイボットソン(ibbotson)やモーニングスター(Morningstar)などは「バランス型」を使わない事から、本コ

ラムでは「アロケーション(資産複合)型」を見ている。 

 

日本の投信に使われることの多いベンチマークのパフォーマンス推移を見たところ、次頁グラフの通り、1 年のパフ

ォーマンスの好い順に、BRICs 株式、エマージング株式、先進国株式、日本株式、ハイイールド債円ヘッジなし、エ

マージング債、先進国債券となっている(*グラフは 1 年前を 10000 としている、円換算、日次データ)。 

 

1 年のパフォーマンスの最も好い BRICs 及びエマージング株式は、2017 年 2 月末からの半年、5 月末からの 3 カ

月、8 月の 1 カ月、いずれの期間でも次頁グラフのベンチマークで最も好いパフォーマンスだったが、3 年でみれ

ば、上から 6 番目と 7 番目に好かった。 新興国株式市場については、「2017 年の上昇率は米国株式を上回る

国が多い。世界経済の回復、金融緩和などを背景に、高い成長が見込める新興国株式に、再び投資資金を振り

向けているからだ。」（2017 年 8 月 31 日付日本経済新聞夕刊～URL は後述[参考ホームページ]⑭）と言われてい

るが、前述した様に 2017 年 8 月の投信全体でグローバル株、インド株などへの純流入は、こうしたパフォーマンス

の好調さによる所もあろう。 
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(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成) *ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを使用している。

日本の投資信託に使われることの多いベンチマークの推移1年間

（1年前を10000としている、円換算、日次データ）

2016年8月末～2017年8月末

日本株式

外国(先進国)株式

日本債券

先進国債券(日本

除く)円ヘッジなし

J-REIT

先進国REIT(日本

除く)

エマージング債券

円ヘッジあり

ハイイールド債券
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下記グラフは 5 年のパフォーマンスである。 パフォーマンスの好い順に、先進国株式、日本株式、先進国 REIT、

ハイイールド債円ヘッジなし、BRICs 株式、エマージング株式となっている(*グラフは 5 年前を 10000 としている、

円換算、月末データ) 。 先進国株式のパフォーマンスは、5 年では下記グラフのベンチマークで最も好く、3 年で

は 4 番目、1 年では 3 番目、2017 年 2 月末からの半年では 5 番目に好かった。 また、日本株のパフォーマンス

は、8 月 1 カ月でみれば、下記グラフのベンチマークで下から 5 番目のパフォーマンスだったが、2017 年 5 月末

からの 3 ヶ月では 3 番目、5 年で見れば、先進国株式に次いで 2 番目、3 年では最も好かった。 こうした安定的

なパフォーマンスの好さがグローバル株への人気、日本株への 14 カ月ぶりの純流入につながっている様に見える。 
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(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成) *ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを使用している

日本の投資信託に使われることの多いベンチマークの推移5年間
(5年前を10000としている、円換算、月末データ)

2012年8月末～2017年8月末
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NISA の新規投資家はグローバル株･アロケーションファンド、グローバル債を志向 
次に新規投資家を示す NISA 向けファンドの純設定を見る。 既存投資家の動向を示す投信全体では 3 カ月連

続の純流入となったが、NISA 向けファンドの純設定は、最新 2017 年 8 月に+3830 億円と 2017 年 2 月以来の

大きな純流入額で、2014 年 12 月以降 2 年 9 カ月連続の純流入である。 

 

      

日本の NISA向けファンドの純設定(推計)の推移

( 2013年4月30日 ～ 、月次データ)
2017/08/31 現在1711本ある現存ファ ンドについて。

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2017年8月31日
*NISA向けファ ンド…
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

純設定 TOPIX 米ドル(対円相場) シティ世界国債インデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

米ドル(対円相場)

シティ世界国債インデック
ス(日本含む、円換算･ヘッ
ジなし)

TOPIX
→４年目

日本のNISA向けファンド

月次･純設定

→NISA1年目 →2年目 →3年目

 
 

 

※3:  「NISA 向けファンド」…投資信託協会の言う「NISA 向けのファンド(*分配頻度が低いファンド、低コストのファ

ンド、バランス型ファンド)」を参考にしながら(URL は後述[参考ホームページ]⑮)、2013 年 11 月末時点の契約型公

募投信純資産が 1 兆円以上ある投信会社 17 社(*全 84 社の約 90%を占める)の株式投信(ETF を含む)で「NISA

向け」、「NISA 専用」、「NISA で選ぶ」、「NISA におすすめ」などと紹介されているファンド、それに加え、2013 年 4

月以降に設定された分配頻度が低いファンドやバランス型ファンドとしている。 尚、2013 年 4 月以降と言うのは、

NISA が含まれる税制改正(関連)法が 2013 年 3 月 30 日に成立･政省令公布されたため。 また、単位型･限定追

加型･年 1～2 回分配以外のファンド･DC･SMA･ミリオン(従業員積立投資プラン)を含めていない。 ただ、同じシリー

ズが該当している場合は年 1～2 回以外を含めている。 しかし、通貨選択型については、年 1～2 回以外を除い

ている(*マネー･プールは年 1～2 回でも除いている)。 こうした「NISA 向けファンド」を抽出した所、2017 年 8 月

31 日時点で 1711 本となった。 

 

投資対象(主要分類)別で見ると、2017 年 8 月の純設定 1 位はグローバル株 (2 月から 7 カ月連続 1 位)、2 位は

アセットアロケーション柔軟型（前月 2 位）、3 位はグローバル債（同 3 位）、4 位は多種オルタナティブ(同 29 位)、

5 位はロング･ショート(同 6 位）だった（次頁グラフ参照。 アセットアロケーション型と多種オルタナティブ、ロング･

ショートは｢その他｣に含まれる)。 
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日本の NISA向けファンドの純設定(推計)の推移

( 2013年4月30日 ～ 、月次データ )

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。

 純設定合計(単位: 百万円) インデックス(開始時点＝100)

2017年8月31日
*NISA向けファ ンド…ETFを除く追加型

日本のNISA向けファンド

月次･純設定

主要分類別
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(出所:ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ､Ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品企画部が作成)

日本株 不動産ｾｸﾀｰ株(REIT)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ債 日本債

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株 その他

TOPIX 米ドル(対円相場)

シティ世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

その他

TOPIX

米ドル
(対円相場)

シティ世界国債
インデックス
(日本含む、円
換算･ヘッジな

*不動産ｾｸﾀｰ株(REIT)は
小さくて見えない。

日本株

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ債

→NISA開始

日本債

 
 
投信全体と同様、NISA 向けファンドでも 8 月の純設定最大は前月同様グローバル株である。 グローバル株は

2016 年 9 月から 12 カ月連続の純流入で、2017 年の年初来（2017 年 1～8 月）の純設定額は既に約+1.3 兆円

と前年 2016 年(1～12 月計+5027 億円)の 2.6 倍に達している。 次いでアセットアロケーション柔軟型が NISA 導

入開始以来 4 年 8 カ月連続純流入で 2017 年の年初来の純設定額が+4114 億円と安定的な純流入（←2016 年

+2629 億円←2015 年+5853 億円←2014 年+2184 億円）。 グローバル債は、2016 年 7 月を除き NISA 導入以

来連続の純流入で、2017 年 8 月（+644 億円）は NISA 導入以来の大きな純流入（2017 年の年初来の純設定額

は+2787 億円←2016 年+990 億円←2015 年+2002 億円←2014 年 3057 億円）。 一方、投信全体では 14 カ月

ぶりに純流入となった日本株は、NISA 向けでは 2017 年 8 月に-20 億円と 2 カ月ぶりの純流出となった。  

 

ネット証券の投資家は日本株・グローバル株を志向 
最後に、各証券会社の集計結果を見る。 2017 年 9 月 6 日現在で、各社 HP(口座保有者限定の閲覧サイトは除

く)に公表されている最新 NISA・投資信託動向だが、ランキングを掲載しているのはネット証券会社が多かった。 

 

ランキングの集計時期や方法は証券会社により異なるので、ここでは、ネット証券各社が HP で公表する最新の内

容を紹介する。 NISA 口座における投資対象はどのようなものか傾向を見る参考としてほしい。 個別ファンドな

どの詳細はオリジナルのサイトを参照の事(URL は後述[参考ホームページ]⑯)。 

 

＜NISA 投資信託＞ 

○マネックス証券は最新 2017 年 8 月の NISA 口座における月間売れ筋ファンド(販売額)のベスト 10 を発表してお

り、1･3･4 位は日本株ファンド、2･5 位はグローバル株ファンド（2･3･5 位はインデックスファンド）となっている。 前月

7 月の NISA 口座における月間売れ筋ファンド(販売額)のベスト 10 を発表しており、1･3･4 位は日本株ファンド、2

位はグローバル株ファンド、5 位は不動産セクター(REIT)ファンド（2･4 位はインデックスファンド）だった。 また、週間

の売れ筋ファンド(販売額)についても発表しており、最新週 8 月 28 日から 9 月 1 日までは、1･3･4 位は日本株ファ

ンド、2･5 位はグローバル株ファンド（2･4･5 位はインデックスファンド）となっている。 7 月 24 日から 7 月 28 日まで

は、1･3･4 位は日本株ファンド、2･5 位はグローバル株ファンド（2･4･5 位はインデックスファンド）だった。 
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○最大手である SBI 証券は週間のランキングを発表しており、最新週 8 月 28 日から 9 月 1 日までの取引をもとに

した NISA の投資信託・買付金額の 1･3･4 位は日本株ファンド、2･5 位はグローバル株ファンド（2･3･5 位はインデッ

クスファンド）となっている。 一ヶ月程前の 7 月 24 日から 7 月 28 日までの取引をもとにした NISA の投資信託・買

付金額の 1･3･4 位は日本株ファンド、2･5 位はグローバル株ファンド（2･4･5 位はインデックスファンド）だった。 

 

○楽天証券も週間ランキングを発表しており、8 月 28 日から 9 月 1 日までの NISA 投資信託･買付金額の 1･3･5

位は日本株ファンド、2 位はグローバル株ファンド、4 位は不動産セクター(REIT)ファンド（2･3･5 位はインデックスフ

ァンド）。 一ヶ月程前の 7 月 24 日から 7 月 28 日までの NISA 投資信託･買付金額の 1･3 位は日本株ファンド、2･

5 位はグローバル株ファンド、4 位は不動産セクター(REIT)ファンド（2･3･5 位はインデックスファンド）だった。  

 

＜ジュニア NISA 投資信託＞ 

○SBI 証券は週間のランキングを発表しており、最新週 8 月 28 日から 9 月 1 日までの取引をもとにしたジュニア

NISA の投資信託・買付金額の 1 位はグローバル株ファンド、2・3・5 位は日本株ファンド、4 位はアセットアロケーシ

ョンファンド（1･4･5 位はすべてインデックスファンド）となっている。 一ヶ月程前の 7 月 24 日から 7 月 28 日までの

取引をもとにしたジュニア NISA の投資信託・買付金額の 1･4 位はグローバル株ファンド、2・3・5 位は日本株ファン

ド（2 位を除きすべてインデックスファンド）だった。  

 

＜NISA 積立～2017 年 9 月 6 日現在で入手できる最新（公表データは限られており、集計の時期や対象は各社で

異なるのであくまで参考まで）＞ 

○マネックス証券では、2017 年 8 月の NISA 月間積立契約件数ランキングを出しており、1･3 位は日本株ファン

ド、2･4･5 位はグローバル株ファンドとなっている(*2～5 位はインデックスファンド)。 

 

○楽天証券は積立設定件数ランキングを週間で発表しており、最新週 8 月 28 日から 9 月 1 日までの NISA 口座

では、1･3･5 位は日本株ファンド、2･4 位はグローバル株ファンドとなっている(*2～5 位はインデックスファンド)。 

 

ネット証券では、前月に引き続き日本株、次いでグローバル株の人気が見られるなか、前月に比べて日本株への

人気が一層強まっているようである。 インデックスファンド志向も継続している。 以上、一般 NISA、ジュニア

NISA、そして来年から投資の始まるつみたて NISA を検討する人の参考になれば幸いである。 

 

                                                             以  上 
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